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概要
医療・介護・教育の現場で活用するため，アンドロイドとよばれるロボットを
用いたプラットフォームを開発

現在、ASD児（発達障害の一つ、自閉症スペクトラム障害）および高齢者の
バーチャルコーチングにアンドロイドロボットを適用する研究を進めている

ハードウェア
• （株）ココロ製アクトロイドF、（株）A-Lab

製ジェミノイドUを使用
• 人間（男・女）に酷似した外観
• 顔だけで7か所（アクトロイドF）が可動し

豊かな表情を再現
• 手・足は可動せず、コミュニケーションの

研究に特化したシステム
• 空気圧駆動により静穏で長時間稼働
• 軽量コンパクト（本体30kg）

ソフトウェア
• 瞬き、視線遷移、呼吸動作の自動生成に

よる自然な動作
• 遠隔操作インタフェース： Webブラウザ

からのボタン操作やテキスト入力による
簡単な合成音声で発話

• 自律対話インタフェース：マイクからの音
声入力に対して自動的に応答

発達障害児支援
発達障害児への特別支援教育を行っているNPO翔和
学園、国立精神神経医療センター、大阪大学等と共同研
究を行い、ASD児の対人コミュニケーションのトレーニ
ング手段としてロボットを適用している。
• ASD学生の就職面接のトレーニング（個人ごとに、話

しやすいロボットの設定を調べる）
• ASD児自身によるアンドロイドの対話プログラミン

グ （ロボット／プログラミングを理解すると同時に
コミュニケーションそのものを考える）

ジェミノイドU

高齢者支援
スマートエイジングを目指す仮想コーチングシステム
（e-VITA）
• 地域で自立して生活している高齢者を対象に、外部

情報やセンサから個人の状態を推定し、個人に合わ
せたアドバイスを提供するシステムの構築を目指す

e-VITAプロジェクトで用いられる
対話エージェント

アンドロイドと発達障害児
との模擬面接の様子
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